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配当政策の一部変更（中間配当の実施）に関するお知らせ 
 

当社は、本日開催の取締役会において、配当政策の一部変更について下記のとおり決議いた 

しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 配当政策の一部変更 

（１）変更の内容 

 

〔変更前〕 

 当社は、株主の皆様に対する配当の実施を利益還元の重要な施策と考えております。その実施 

につきましては、安定的かつ継続的に実施していくことを基本方針としながら、業績の動向、安 

定的な事業運営のための維持更新や、企業価値向上並びに成長のための戦略・環境等の競争力強 

化と研究開発への投資、強固な財務基盤の構築などを総合的に勘案して判断してまいります。 

 配当の実施については、当社は年間を通じての事業管理を実施しており、通期での利益に応じ 

た機動的な株主還元の観点から、期末配当への一本化を基本方針としております。長期的には総 

還元性向30％以上を目標としますが、業績の動向に応じた利益配分については、第３次中期経営計

画＜2021年度～2023年度＞の期間中は、通期の利益に対して連結配当性向20～30％を目安とするこ

とといたします。 

 

〔変更後〕 

 当社は、株主の皆様に対する配当の実施を利益還元の重要な施策と考えております。その実施 

につきましては、安定的かつ継続的に実施していくことを基本方針としながら、業績の動向、安 

安的な事業運営のための維持更新や、企業価値向上並びに成長のための戦略・環境等の競争力強 

化と研究開発への投資、強固な財務基盤の構築などを総合的に勘案して判断してまいります。 

配当の実施については、中間配当と期末配当の年２回実施を基本方針としております。長期 

的には総還元性向30％以上を目標としますが、業績の動向に応じた利益配分については、第３次 

中期経営計画＜2021年度～2023年度＞の期間中は、通期の利益に対して連結配当性向20～30％を 

目安とすることといたします。 

 

 



 

 

（２）変更の理由 

当社は、株主の皆様への配当の実施を利益還元の重要な施策と考えており、当期の業績、連結 

配当性向および企業価値向上のための諸施策等を総合的に勘案し、継続的かつ安定的に実施する 

ことを基本方針としております。 

第２次中期経営計画＜2018年度～2020年度＞の策定時点においては、タイ王国や米国における 

生産能力増強や国内における自動車材対応を中心とした企業価値向上のための投資にキャッシュ 

フローを優先して配分する計画であったことから、配当水準をより明確化する目的で期末一本化 

へと変更いたしましたが、足元において、当初予定していた投資が完了し、また、2019年度から 

取り組んできた構造改革により収益基盤が強化され収益力が安定してきたこと、ＵＡＣＪ発足 

10年の節目を迎えることから、2024年３月期より中間配当と期末配当の年２回実施とするた 

め、配当政策の一部変更を行うものであります。 

なお、当社は取締役会の決議によって毎年９月30日を基準日として、中間配当を行うことがで 

きる旨を定款に定めております。 

 

 

２．2024年３月期（2023年４月１日～2024年３月31日）配当予想 

 
年間配当金（円） 

第２四半期末 期 末 合 計 

今 回 予 想 

（2023年５月11日公表） 
40.00 45.00 85.00 

前 期 実 績 

（2023年３月期） 
－ 85.00 85.00 

 

 

 

以 上 


